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アメリカ合衆国7イオ7州立大学の普及用/てンフレッ

トによると同州中部地区で乳牛の60,%について調査した

土ころ其の35,00'が乳房炎に滞っていたとV,うo仲組は現

在729頭の乳牛がいるが､ 私が昨年中部北部の一部農家

で調香したところ40,%以上の病牛 (今まで発病した経験

をもつもの)がいることがわか った｡

1.発 病 した 乳 房 の症 状

ある牛の乳房は熱をもち腫脹し､いたがるO乳汁に糸

くず様のもの (凝固物)が多く､どろどろで血液を混ず

る (節-･岡).又ある乳房炎では乳房､乳rl-に大きな変

化を現わさない､しかし乳故は少くて水っぽくなりよく

他の牛-伝教させる｡この種の牛は実験室で/W蘭検査を

しなければ乳虜炎の決定はLt',虎ないo これは,lg性に経過

した場合にこの算例を見受ける｡

乳房炎の六二めlLFrt脹 した乳.房と礼頭

2.乳 房 炎 の診 断

多くの場合搾り始めの乳を和でこすとそれに糸くず様

のものやべ トベ トした塊が洩る (第2岡)､然し乳虎炎で

あって糸くず様のもの (旋回物)7')胡われたり､文時打

は全 く現われなかったり拝状の不規則なものもある｡

次に乳房をせ､んで見る (第2岡)､ これは乳虎組織を診断

する方法としてよV.｡特に今躍ってV,なくても前に罷っ

たことのあるものはこのノj法でF'fi易に診断される｡硯に

躍ってV,るせ､のは勿論乳房の緊張､稚さ､IJ'riD長などで簡

単に見分け力:Dく､共の際LJLl介Dfを比仮しながら観察

するとわかり易いO治癒LH.火なかった分房では乳房か芸

Fll'jL乱刺｢はうk･小になり故後には全く聞糾してJW.訂つ｢つ

んぼ｣になる (冴';4rズT)､それ は脱剃職 (乳を川.す細胞

の集り)が糾合乱臓巨(きづのはんこん)にr;'j'き換えられ

各写し頭より礼をコップに受ける
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乳房炎に相≡った写し房は触診によ ってわかる

るからで乳は一宿も出さないO健康な乳房をつかんだ感

覚はやわらかで､弾力性がありスポンジのようなもので

あるが､気Ii合組織化した場･合は肉にさわったようで硬く

弾力椎,よ全く感じられない｡

3.乳 房 炎 の 原 因

乳酸炎の原因となる細菌は17種類もあるとV,われる｡

各細菌は英の伝染力や治療薬に称する抵抗性に大きな差

異があると考えられる｡しばしば発見される細菌はレン

サ球菌とブ ドウ球菌である｡この2櫛の細菌は現在乳房

炎にかかっていない健康な乳牛の乳からも発見される｡

苗屈己2種の細菌の他大腸菌による乳房炎を私は琉大農場

で経験したがこれは稀な例でそれ以外の細菌､例えは結

核菌な1-iLの例は極めて稀である｡

4.乳 房 炎 の予 防

乳房炎の予防には衛生と管見.そして手当時の細心の

珪志､三つの面から対策がたてられねばならない｡

1.搾乳の順序 飼育牛の中に字傍 炎が発症したら搾

乳の順序としてまず健康牛を先にし､又健康牛に使う拭

きタオル､搾乳バケツ等は発病のものと厳に区別しなけ
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乳房炎の結果 ｢つんぽ｣にな った写し7芳

れほならなV,｡発病のものは最後に搾り､その乳は特定

のバケツ (はっきりした目印をつける)に入れ速に廃棄

する｡

2･搾乳の操作 搾乳の際各牛毎に潜潔なタオルで微

温湯を用いてふ く､微温湯には消毒液 .例えばクロルカ

ルキ(サラシ粉)を0.2%の割に入れる｡次いて搾り始め

の乳をコップにとり(第2図)､凝固物などを検査するC

搾乳者は各年毎に手を消毒液､例-ばクレゾール石鹸液

の0.5/oo'溶液やノ､イアミン液 (陽性石鹸液)400倍液に浸

けた後背館な水で消毒液を洗い流し各牛間の伝染を防ぐ

ように心掛ける｡

3･外割 の予防 乳房炎の細菌は多 くの場合乳頭口か

ら侵入するカ浮L房､特に乳頭の創口から侵入することも

あるので注意を要する｡その対策として畜舎､床面の幹･

煉､廊下や牛の出入口で牛が滑らないように施設する他

牧場が雨でぬからなV,よう､又木片､石塊の牛付けなど

細心の注意を要する｡又蹄が伸びて牛が起立する時､そ

れで乳頭を踏み創つける (第5図)､ことがしばしばにあ

るから削蹄を怠らないように､若し創を発見したら直ぐ

ホーサン欣膏等を塗布し早や創ロを治さねばならない｡



5･乳房炎の手当 乳房炎が発症したら先ずBTB試

験紙で乳の pHを検査する (これは早期診断の方法とし

て推奨されるから常時準蹄しておいて週一度位全ての牛

に応用してあ くとよい)O次vlで早急に獣医師の診察を

受けることで素人療法:ま厳に慎むべきである｡治療方針

は唯づ原因の細菌を乳汁から検出すること､細菌の種類

によってそれを減殺する薬品が決定されるが､琉球家畜

衛生訊敦場に依頼すればやってくれる｡薬品の決定がな

されると方針は確立され､それによって治ま否は早く､大

きな損晋を被ることなく乳は早期に正常に遣り､父他-

伝染することは防止される｡ 或る種の非晶はサルファ

剤､ペニシ1)ン､ストマイ､オーレオマイシン等V,くつ

かの薬品を組合わせて造られておるO 単一の薬品で乳

房炎細菌を減殺することは今のところ不J]J能とされてい

るOタルゴット軟膏､オー-レオマイシン乳房炎軟膏は現

在広く用V,られてV,るが評判がよVIoしかし少数の細菌

はこれ等の総ての薬品に抵抗する (所調耐性菌)ので治

癒に極めて良い日時と経費を要する｡

6分柔免直後の乳房炎 分べん軽後1-2円間組 症に隈

木 .

3.取木法

木本類やツル性の植物の繁殖に用いられる方法で､母

木から切り離される前までに 発根させ､ 既に完全な-

イ間の植物体としての形態を具えるように処却する方法で

ある｡

古来､ 最も広く採用されてきた方法,'ま 伏せ取り方法

で､ 地面に近く横に伸びてV,る枝を圧し曲げて地面に

･伏せその上に土をお く方法である.発根を認めたら枝を

-切り離 して独 立の個体として養成する｡短い枝からは

1人しかとれないが､ 長い枝やツル性の植物は節々から

る場合が薩めて多V,｡特に乳牛に経験が技V,とその心配

があるO卦べん直後の搾乳について注意されねばならな

い点は乳房のむくみ (所調しこり)を早くとりのけるE,

とで､それには蒸しタオルでよく乳房をマッサージして

乳を搾り切るよう努める｡勿論完全に搾り切るには日数

を要するし､あのぼう大な乳房をもみほぐすのにはなか

なか辛抱がいるo このように搾乳が完全に行かなV,とこ

ろに細菌の繁殖､増数があり乳房炎を起す結Bi-となる,

零は早くその ｢しこり｣を解くことですが､能力の高い

牛梅に初産牛.I,iLなかなか簡単に行かなvlo私共:ま｢しこ

り｣を早くとる方法としてイククモ一一ルを適当の水で潜

めておいて蒸しタオルでマツサ-ジして血液の循環をよ

くした乳房に擦り込んでいるか好好漢 馴 父めている｡し

かしこれは4-5日も続くと所,.rJ雅史けで其JJ'主に鼎を招つ

から2-3日の程度に止める｡もし柴生けがあったL',ホ-

サン欣fJl.′耳で保護するo 文分べん切目切乳を搾り11)つ

てから各3L頑にタオルゴット秋野を注入してV,るが､乳

房 卯月に人きな効果を収めている｡

(宮 坂に 正 天 )
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新らしい 114-:がLuて､それらが充契した時､ 常 を々分超

して養成することができる｡伏せ坂り法では伏せられた

枝の土中に入る部分でしかも幹に近い珊分に輪状に皮を

むくか､枝の土中で下になる部分に枝の直行のil'･分化､

元のjfから先端に向って3cmの長さに切り込むと発根を

促進することができる｡ このソノ法でクチナシ､ツ/レバラ

などが繁殖できる｡

高坂法は枝を自由に曲げることができない時､適当な

長さの枝を選んで基部を還状に制度し､その部分が大体

中間になるように竹の皮かビニール､ポリェチレンなど


